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教育福祉常任委員会

オンライン授業の現状と課題について



小中学校のオンライン授業で一部トラブル発生

通信が集中したことにより、
オンライン授業に
参加できない
児童生徒もいた。



初の９月定例会でも多くの議員が取り上げた

議会でも多くの議論が交わされ
た後、通常登校の再開に伴い
「Wi-Fiルーター」が回収され
てしまいました。



Wi-Fiルーター等は、なぜ回収されたのか？

GIGAスクール構想イメージ

タブレットやWi-Fiルーターは、GIGAスクール構想の
もとで準備を進めてきた学校備品の一部。Wi-Fiルー
ターについては休業時のみの使用契約となっている。



●学校ネットワークWi-Fi環境整備費
●児童生徒タブレット端末整備費

１台当たり

対象児童生徒数：２万8,469人 先生：1,500台
（予備含む）

ＧＩＧＡスクール事業の予算について

約7.6億円

約45,000円

約14億円



第６波に備えた柔軟な環境整備を要請

教育福祉常任委員会としては、第６波に備えて、自宅
でオンライン授業となった場合でも柔軟に対応できる
よう、予算確保も含めた調査・環境整備を依頼。



11月定例会において、増額補正予算を可決

Wi-Fiルーター業者との契約の問題で、理論上１００％
インターネット通信の確保を見込めるものではないが、
現状よりは確実な通信環境の改善が図れるとのこと。

●学校ICT環境整備事業として、
補正予算２０８万２，０００円を可決！



今後の課題・取り組みについて

学校の臨時休業等の緊急時においても、
先生と児童生徒とのやりとりが円滑にできる
さらなる環境整備が必要！



ご清聴、誠にありがとうございました。


